
講演者： 桑原 敏郎 准教授（数学域）

頂点作用素代数の表現論と高次元共形場理論

筑波大学
総合研究棟B棟112号室
（zoomハイブリッド配信あり）

2025年7月28日(月)
11:35開始（35分間）

2025年度第5回
数理物質系学際セミナー

（全14回）

表現論は抽象的な代数構造を具体的な線形変換(行列)の形で実現す

る方法を通して対称性を研究する数学の分野です．また頂点作用素代数

は2次元の共形場理論における場の相互作用を抽象化して定義される代

数的構造で，ヴィラソロ代数と呼ばれる無限次元の対称性を含んでいる

点に特徴があります．ああああああああああああああああああああああ

本講演では，幾何学的な手法を用いて頂点作用素代数を構成する講

演者の研究を紹介します．この研究の面白さは，純粋に数学的な動機か

ら構成した代数が，理論物理学で研究されている3次元や4次元の超対

称共形場理論に現れる代数と一致するという興味深い符号にあります．

今回の学際セミナー講演では表現論とはどんな分野かの簡単な説明か

ら始めて，数学と物理学の間に存在するこの予期せぬ深い繋がりについ

て，専門外の方にもわかるように解説します．

参加費無料
数理物質系および関連
センターの構成員（学生
含む）は申し込み不要
です。
そのほかの方は、事前申
し込みが必要です。

事前申し込み用URL

今年度からは、ランチョンセミナー形式で開催します。軽食を取りながら、リラック
スした雰囲気で研究交流を図ることを目指しています。お茶やソフトドリンクをご
用意していますので、お弁当などはご自身でご持参ください。研究内容に限らず、
ちょっとした話題でも構いません。気軽に参加できるオープンな雰囲気を大切に
していますので、どうぞお気軽にお立ち寄りください。
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